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一 

マ
ス
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
き
な
役
割
を
も
つ
放
送
事
業
（
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
）
が
、
北
海
道
に
お
い
て 

一 

北
海
道
の
開
発
は
第
二
次
五
箇
年
計
画
に
入
り
、
今
後
産
業
の
発
展
と
と
も
に
人
口
の
増
加
が
確
実
に
約
束 

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
最
終
年
度
に
は
七
十
万
を
増
加
し
、
五
百
五
十
万
と
な
る
計
画
で
あ
る
。
ま
た
北
海
道
文 

 

化
の
向
上
と
北
海
道
開
発
促
進
の
上
か
ら
も
、
あ
る
い
は
言
論
情
報
の
独
占
的
支
配
を
排
除
す
る
意
味
か
ら
も 

北
海
道
に
「
テ
レ
ビ
局
の
二
局
併
立
を
許
す
。
」
意
義
あ
る
地
区
と
考
え
る
が
、
政
府
の
所
見
い
か
ん
。 

一 

現
在
、
北
海
道
は
民
間
放
送
二
局
を
充
分
維
持
で
き
る
経
済
力
を
も
ち
な
が
ら
、
民
間
放
送
が
一
局
し
か
免 

 

許
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
今
度
の
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
チ
ヤ
ン
ネ
ル
・
プ
ラ
ン
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
「
一
般
放
送 

 

事
業
者
に
よ
る
放
送
を
併
立
さ
せ
る
こ
と
に
特
に
意
義
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
重
要
地
区
に
つ
い
て
併
立
を
可 

能
に
す
る
。
」
方
針
が
樹
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
北
海
道
は
民
間
放
送
の
併
立
が
可
能
視
さ
れ
る
地
区
か
ら
、 

 

そ
の
第
一
次
案
に
は
除
外
さ
れ
た
恰
好
に
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
除
外
さ
れ
た
理
由
を
承
り
た
い
。 

北
海
道
に
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
・
チ
ヤ
ン
ネ
ル
割
当
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

 

四 

従
来
通
り
一
局
に
よ
つ
て
支
配
さ
れ
、
か
つ
そ
れ
が
一
局
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
地
域
的
言
論
の
独
占
形
態 

を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
放
送
法
の
趣
旨
に
も
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
地
域
住
民
に
と
つ
て
は
誠 

 

に
不
幸
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
地
理
的
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
北
海
道
を
再
考
さ
れ
、
少
な
く 

 

と
も
二
系
統
の
テ
レ
ビ
電
波
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
政
府
の
明
確
な
所
見
を
承 

り
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


